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１．はじめに











いる。こうした表現は、「ワードペア」（谷 2003、2008; Katami 2009; 青木 2014など）のほか、「binomials」
（Gustafsson 1975、1984; Koskenniemi 1983）、「ペアワード」（青木 2007）など様々な用語で示されてきた。
また以下のように、その特徴的な面を示すことばを含めて定められるケースも多い。
　（1）a．語順の固定性：irreversible binomials（Malkiel 1959、Cooper and Ross 1975）
　　　b．頻度の高さ・繰り返し：repetitive word pairs（Koskenniemi 1968、1975; Kikuchi 1995; Miwa 
　　　　　and Li 2003）
　　　c. ２語の意味関係（特に同意性）：synonymic pairs（Shibata 1958）、synonymous pair-words
　　　　　（Yamaguchi 1971）
　　　d．意味内容の冗長性：die tautologischen Wortpaare（Leisi 1947）
　これらのうち、語順の固定性については、慣用表現などに多い２語の語順が決まっているペアを対象


























　OED Online  の検索機能（Advanced search）でandを検索すると、見出し（Headword）に260例、小
見出し（Lemma）に1,758例という結果が表示される（2017年９月13日時点）。しかしこの数がそのまま
andを用いたワードペアの数ということではない。検索結果の中には、接続詞andそのものや、明らか
に別の語法のものが混ざっている（ and odd、and other、and so on  など）。また、検索結果として示さ
れた１つの項目の中に複数のペアが含まれていることがある（例えば“all, adj. , pron. , and n. , adv. , and 











　　　d．２項目ではなく、３項目以上が結ばれたもの（例えば morning, noon, and night  や north, 










　なお OED Online  を調査の対象として選んだことについては、以下の点を総合的に考慮し、本論文の



















　図１は OED Online  から引用し、本論文で使うため一部に修正を施した“Timeline of entries in the 
OED”である。これは OED Online  の全エントリー項目にあるプロファイル（Entry profi le）中に表示








など、形としては OED Online のすべての語句のヒストグラムとよく似たものとなっている。
３．２．ワードペアの使用年数について
　次にペアの使用年数について分析する。１例しか用例が挙げられていないペア（299ペア）と、２例
以上挙げられてはいるが同一テキストからのもの（７ペア：how and about、point（s） and blank、shout 
and hoyes、to stave and tail、trace and rase、for year and year、riﬀ  and raﬀ  ）を1,901ペアから除いた1,595
ペアについて、単純な計算ではあるが、初出年から最終年の間を算出したものを総合すると、平均値は
224年（小数点以下四捨五入）であった。



























　なお OED Online  の全語句（見出し）は2017年９月13日時点では以下の通りであった。




























































回 OED Online  を使って調べた中にも“Law ”“Brit .”などの文脈や地域等を示すラベルが付いたペアも多かったが、本
論文では特定の文脈等に限定せずに広範にペアを考察することが主旨であるため、それらについては特に言及しない。
６
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